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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・細越　国雄　様～水分摂取量の多さが見られています。買物時、ジュースやお茶等の水物は控えていただきましょう。また、嗜好品預かり者ですが、買物後にポケットにしまいこんでいる事もあるので、買物後すぐに預かるようにしましょう。

・小山　正好　様～良Ｄｒより抗菌剤は飲みきり止めの指示あります。発熱や下痢など見られない為。

・石橋　ツル　様～ＭＲＳＡ（＋）の為、イソジンでのうがいを1日3回行って下さい。

・佐藤技師の業務について～12/23～25、1/1、2、8、9は休みとなり、12/31、1/7の午前中は出勤となっています。

・年末年始の床屋について～12/26、1/9、16、17、23は行います。1/2、3は正月休みです。

・モーニングミーティング～12/31まで行い、開始は1/3です。

・業者洗濯は通常通り行います。

・本日、南Ｄユニット205号室のコンセントカバーの修理が終了しています。

· クリスマス会の折り詰め～CDユニットは16:30分からとなり、ABユニットは１７時か　　　　　　　

らとなります。

　　　　　　　　　　　　　また、折り詰めはスタッフが取りに行く事になる為、常食は名前を付けず、特別食（キザミ・お粥など）には名前を付けることになります。また、糖尿病食の常食の方は朝・昼の食事にてカロリー計算されるので名前はつきません。

・２階浴室のお湯について～12/21にお湯がぬるくなる事がありました。ボイラーを確認してもらった所、故障ではなくお湯の使いすぎではないかという指摘がありました。お湯がぬるくなる際にはお湯を節約して使うようにしましょう。

＜転入患者様ＮＣＰ検討＞

石橋　ツル様～12/21　東Ａ病棟より南Ｄへ転入となっています。

　　　　　　　転棟後、不安感ある様子で、帰宅要求聞かれています。食事摂取時、拒否的な様子あり、摂取量が安定していません。本日、拒否無く入浴されています。

＃１　孤独感・不安感強い

Ｐ１　孤独感・不安感の軽減

1 気分のムラにより食事の摂取が出来ない時、介助する

2 食事・水分摂取量の観察

3 声掛けを多くする

4 訴え時、傾聴する

5 訴えの内容・表情・言動の観察

6 日課（服薬・入浴・洗面）の拒否の有無

7 睡眠状態の観察

＃２　狭心症発作の恐れ

Ｐ①　バイタルサイン測定（血圧・脈拍・不整脈の有無）

2 発作時の自覚症状（胸痛の程度・部位持続時間・随伴症状）

3 発作時の心電図検査

＜勉強会：認知症高齢者への対応＞

自尊心を傷つけない

・聞き流しも重要な方法。（例えば何でもYesという）会話、表情を楽しんでいく。

・故意に間違った行為をしているわけではない。

　　注意されても理解できない為、失敗や間違いを指摘せずしからない。また、禁止用語（～しては駄目）は使用せず、屈辱感を与えないよう心がけ、受容と理解を示し間違いに合わせていく。

言動を受容し理解する

　・何を言い、しようとしてるのか、表情、行動、視線手振り等から観察していく。

ペースやレベルに合わせる

　・スタッフのレベルに合わせるのではなく、対象者の能力に適したレベルに合わせ、本人なりのやり方を見守り、その中で必要時援助する。

　・情報提供時は①近くで話す　②簡潔に伝える　③感情に働きかける　④相手に分かる言葉を使う　⑤話を合わせる

理屈による説得より共感的納得をはかる

　・説得や説明はせず、相手の感じ方や感情、考え方に合わせ、納得を図る。

良い点を認める

　・問題や困る事、悪い点だけに注目すると、援助者にマイナス感情を持ってしまう。

高齢者の今を大切にする

　・日々の安心、安定、安住を図ることが、最も優先的に働きかける事である。その人が持っている持ち味や人柄、その人固有の物語を尊重した日常生活の質を高める援助や工夫を行い、認知症高齢者にとって、日々意味のある生活を提供する事が情緒の安定にもつながっていく。







































































































